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血圧との関連では、 CRAE は中心収縮期血圧 (cSBP)と最も強く相関し
(r=-0.324,p<0.001)、上腕 SBP(bSBP)との相関(r=-0.300, p<0.001)よりも顕著で
あった(z=6.85, p<0.001)。この関連は CRVE においても同様であった(cSBP: 





CRAE の独立した規定因子であった。多重共線性を考慮すると bSBP と cSBP を
同一の回帰モデルに投入することは出来ないため、中心と上腕との脈圧差(脈圧
増幅)と bSBP を同時に回帰モデルに投入した場合、bSBP(β=-0.226, p<0.001)
と脈圧増幅(β=0.092, p<0.001)は共に CRAE の独立した規定因子として抽出さ
れた。このことは、bSBP と脈圧増幅とから算出される cSBP が、種々の共変量
を調整した上でも bSBP より強い CRAE の規定因子であることを示す。以上の
結果を受け、非降圧治療群において中心高血圧を cSBP/DBP で 130/90 mmHg
以上と定義した場合、同群の CRAE は正常血圧群よりも低値であったが(120.9
±11.2, 128.1±11.5μm, p=0.005)、上腕高血圧群(bSBP/DBP 140/90 mmHg 以
上)(125.1±11.9μm)と正常血圧群とでは有意差は認められなかった(p=0.186)。 
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